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研究者家族の定

住化(3000人×3) 

住居を提供 

地域交流 

地産材の活用 

（気仙材） 

各産業の協力 

研究会 

内陸への 

人口流出 

総合的な組織 

の検討 

 

コーディネータ

ー相談役 

必要 

インフラの拡大 

特性(海)の活用 

物流に適した 

道路整備 

準備の準備 

が必要 

交通網の整備 

による、定住化 

生活圏の拡大 

関連市との 

意見交換 

交通網の整備 

荷揚場港への 

指定 

技術者の育成 

施設検討 

検査施設の 

雇用創出 

大船渡港の 

活性化 

資材検査の 

施設 

地元業者の 

関わり方 

ＩＬＣからの 

スピンオフ 

産業分野 


